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第47回全青司全国大会／第49回全青司定時総会

2016 全青司なら全国大会
　あなたは司法書士として

　　　　どこに向かって跳びますか

難関をくぐりぬけて司法書士となったあなた

そこにとてつもない跳躍力を秘めながら

その跳ぶべき方向は定まっていますか

古都奈良の街には　そこかしこに鹿がいます

放し飼いにしているわけではなく　彼らは野生の鹿

野生の鹿がこれほどまでに人に親しむ街は世界でもまれだと言われています

普段はおとなしい鹿も　いざというときにはしなやかに跳躍します

市民とともにある司法書士を　私たちはこの鹿の姿に重ねました

あなたは司法書士として　どこに向かって跳びますか

その跳ぶべき未来を一緒にさがしてみませんか

くにのまほろば　と詠まれたこの奈良の地であなたをお待ちしております

ごあいさつ

　全国青年司法書士協議会　　　　　  　会長　石橋 修

　第47回全青司なら全国大会　　実行委員長　小坂 和義

　奈良青年司法書士会　                      会長　野村 哲也

開催概要

タイムスケジュール

大会内容　

　第1部　基調講演　　大阪大学大学院教授　仁木 恒夫

　第2部　実践報告　　　　　　　　　　　　全青司なら全国大会実行委員

　第3部　パネルディスカッション　　　　　コーディネーター・パネリスト

大会参加・懇親会・宿泊のご案内

参加申込書

会場・宿泊ホテル案内図

第47回全青司なら全国大会参加助成金についてのお知らせ

協賛広告
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ごあいさつ

　司法書士は何のために存在しているのでしょうか。

　司法書士も職業ですから、食べていくことは必要です。しかし、社会と関わることなくこの職業を生きることはで

きません。日々の仕事に全力を尽くすことはもちろんですが、社会問題に関心を持ち、市民の立場に立って活動をす

ることにより、市民から信頼される存在とならない限り、職業としては成り立ち得ません。

　司法書士倫理第7条には、司法書士は「公益的な活動に努めること」と明記されています。この規定がなかったら、

公益的な活動に参与しなくてもよいのか。そうではありません。我々は日々の仕事を通して、様々な相談活動を通し

て、市民の困難に気づける立場にあるのです。そしてその困難を一緒に悩み、解決方法をともに考える能力と技術を

持っているのです。

　確かに、日常業務と公益的活動の両立には困難を伴うこともあります。しかし、全国の仲間が集まり、問題意識を

共有して活動することにより、この二つは両立可能になると信じます。

　本年度、全青司では「差別と貧困のない社会を目指して」をテーマとして活動してきました。活動テーマを決める

にあたって、「誰にとっても生きやすい社会」とはどんな社会かを考えました。

　そして、このテーマのもとで貧困問題に関し、子どもの貧困を少しでも解消したいとの考えから、本年度初めて養

育費相談会を開催しました。養育費の取り決めをしていない離婚家庭は全体の6割を超えます。それにもかかわら

ず昨年８月の相談会には、取り決めをしていない人からの相談は数えるほどしか寄せられませんでした。そもそも

もらえるものと思っていないのか、払いたいけれども事情があって払えないのか。

　さらに、昨年9月に開催した生活保護110番では全国から8,000件の架電がありました。開催日1日だけでのこ

の数は何を物語るのでしょうか。生活扶助費が減額されたうえでのさらなる住宅扶助費の減額で、受給者の悲鳴と

も絶望とも取れる声。市民が普通に生活していくために、我々青年司法書士には何ができるでしょうか。

　なら全国大会のテーマは、「跳ぶ」です。アンケートに基づいて青年司法書士を取り巻く現状を認識し、今後進むべ

き方向を探り、「跳ぶ」ための方策を考える刺激に満ちた大会になるものと確信します。

　最後に、全国大会は本年度全青司活動の集大成であるとともに、新たな年度のスタートの場でもあります。これか

ら全国の青年司法書士が、そして全青司がどんな方向に「跳ぶ」のか、奈良に集まって一緒に考えましょう。たくさん

の会員の参加をお待ちしています。

全国青年司法書士協議会

会長  石橋 修
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ごあいさつ

　皆さん、こんにちは！全青司なら全国大会実行委員長の小坂です。来たる3月5日（土）・6日（日）、いよいよ奈良の

地にて全国大会が開催されます。

　

　なら全国大会の内容・テーマの決定に際しては、実行委員会において多くの議論を重ねました。そして全国の青年

司法書士は「司法書士制度は今後なくなるのではないか」「我々は司法書士としてこの先もやっていけるのか」とい

う漠然とした不安感を抱いているのではないか、と考えました。

　では不安感の根源は何なのか？本当に全国の青年司法書士は不安感を抱いているのか？どうすれば不安感を実

証できるのか？等の疑問を分析・検証するために、今回、全国の青年司法書士に向けた大規模なアンケート調査を実

施いたしました。

　アンケート調査を分析・検証し、司法書士ひとりひとりが社会の中での司法書士の存在意義を問い直し、考える。

そのことが司法書士の未来・希望を見出し、自分なりの司法書士像へ向かって前進することにつながるのではない

か。なら全国大会のテーマ『跳ぶ』にはそのような想いを込めております。

　かつての月報全青司には、『全国大会とは司法書士のアイデンティティを年に一度確認し、司法書士自らの手で更

新する場である』と記載されています。今回我々は青年司法書士らしいこの言葉を真正面から捉え、「全国大会とは、

司法書士とは？」を考え続けてきました。そして、その成果を皆さんと共有できる時間まで、もうすぐです。

　全国の青年司法書士の皆さんに、我々の成果を見ていただきたい。「司法書士とは？」を一緒に考えたい、熱い想い

を共有したい。そして、その熱を地元に持ち帰っていただきたいと思っております。

　

　司法書士が自分たちの地域社会で、司法書士として自信をもって『跳ぶ』ことができるように、なら全国大会はそ

のきっかけになるものと確信しております。

　なら全国大会実行委員一同、皆さんのお越しを心よりお待ちしております。

第47回全青司なら全国大会

実行委員長  小坂 和義
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ごあいさつ

　全国の青年司法書士の皆様、奈良青年司法書士会会長の野村です。

　我々奈良青年司法書士会は会員数50名、今年で結成10年目を迎える若い会です。

　もちろん、初めて全青司の全国大会を主管することとなります。

　思えば小坂実行委員長がおきなわ全国大会から帰って来て「奈良で全国大会を主管したい」と言い出すまで、私は

（私だけかも知れませんが）全青司への帰属意識も薄く活動内容もよく理解しておらず、全国大会と全国研修会の区

別もついていませんでした。

　そんななか実行委員会が結成され、まずは数名の主要メンバーによる手探りでの準備が始まりましたが、全国大

会を主管することに手を挙げた以上意味のある大会にしようという思いがあるものの何をどうすれば良いのかも

わからず、作っては壊しを繰り返し、全国大会がどういうものかを過去の資料を取り寄せ勉強し、気がつけば時間は

あまり残されていませんでした。

　そこからは毎週夜遅くまで会議を繰り返し、議論を重ね、時にはケンカもしながらようやく開催へと漕ぎ着けま

した。

　ところで、３月の奈良といえばまだまだ盆地特有の寒い日が続きます（奈良では東大寺修二会（通称お水取り）が

終わると春が来ると言われています）。皆様防寒対策の上、奈良にお越し下さい。

　最後になりましたが、石橋会長や全青司役員の皆様をはじめ、我々実行委員会を支えて下さいました全国の青年

司法書士の皆様、本当にありがとうございました。冒頭に書きましたとおり、我々奈良青年司法書士会は今年結成

10年目のOB会員のいない若い会です。そんな我々にとって皆様の存在がどれほど大きく助けになったかわかり

ません。奈良青年司法書士会を代表し御礼申し上げます。

　それでは皆様、３月５日・６日は古の都 奈良で皆様にお会いできることを楽しみにしております。

奈良青年司法書士会

会長  野村 哲也
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◎なるべく公共交通機関をご利用ください。なお、会場及び駅周辺には有料駐車場がいくつ

　かございます。

◎施設敷地内は、指定箇所以外は、全面禁煙です。

◎託児ルーム（お1人様2,000円（両日・１日のみとも同料金））をご用意しております。ご利

　用をご希望される方は、事前に、参加申込書に人数及び利用日をご記入ください。会場に限

　りがございますので、申込者多数の場合は、お受けできない場合もございます。当日申込は

　受付致しかねます。

◎クロークをご用意しています。

第47回全青司なら全国大会／第49回全青司定時総会

開催概要
●開催日

●テーマ

●大会・総会会場

　 　　　　　

●懇親会会場

　

●登録料

●懇親会費

●主　催

●主　管

●後　援

●事務局

　事務局長

　　　　　　　

　

　　　　　　　

●Facebook     

平成28年３月５日（土）・６日（日）

跳ぶ　

なら100年会館 大ホール

〒630-8121 奈良市三条宮前町7-1 TEL 0742-34-0100

ホテル日航奈良 4Ｆ『飛天』

〒630-8122 奈良市三条本町8-1 TEL 0742-35-8831

金8,000円

金8,000円 （小学生未満のみ無料）

全国青年司法書士協議会

奈良青年司法書士会

近畿司法書士会連合会　奈良県司法書士会

〒630-8115 奈良市大宮町六丁目9-10 田澤ビル３階

林 伊知郎 (はやし いちろう)

TEL 0742-36-3280

FAX 0742-36-3281

E-mail: hayashi-office@topaz.ocn.ne.jp

「2016全青司なら全国大会」にて検索

大会会場 なら100年会館について
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タイムスケジュール

12:00

13:00

　

17:30

18:30

19:00

21:00

受付開始

開会式

第１部　基調講演

第２部　実践報告

第３部　パネルディスカッション

終了

大会会場から、懇親会会場・ホテル日航奈良へは徒歩移動

懇親会受付開始

懇親会

終了

日　時　　平成28年３月５日（土）19:00～（受付18:30）
会　場　　ホテル日航奈良４Ｆ『飛天』
　　　　　〒630-8122 奈良市三条本町8-1  TEL 0742-35-8831
料　理　　着席形式・洋食・卓盛
　         　ビール、焼酎、日本酒、ウイスキー、赤・白ワイン、オレンジジュース、ウーロン茶　
               飲み放題
会　費　　大会参加登録者　　　　8,000円
　　　　　同伴者（小学生以上）　　8,000円
　　　　　同伴者（小学生未満）　　無　　料
＊クロークをご用意しています。

懇親会のご案内

3月5日（土）

9：05

9：30

13：00

13：30

受付開始

定時総会

閉会式

終了

3月6日（日）　   第49回全青司定時総会

第47回全青司なら全国大会・懇親会
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大会内容

　この10年、簡裁訴訟代理等関係業務に関与する権限を得た司法書士が大きな実績を残してきたこと

は、ここではあらためていうまでもないだろう。（中略）とくに深刻な社会問題となった多重債務整理にお

いて司法書士が果たした役割は、制度改正当初の期待を上回るものだったかもしれない。しかし、司法書

士がその存在感を確かなものにした多重債務整理も収束し、いよいよ司法書士の簡裁訴訟代理等関係業

務が、これから長いスパンで多様な利用者の問題に対応できるかが問われる時期になっていることも、共

有された認識ではないだろうか。

　司法書士は、いままさにその存在意義が問われる時代にさしかかったのではないだろうか。司法制度

は、登記制度は、そして司法書士はこれからどこに向かっていくのだろうか。司法書士と司法書士制度を

研究し、私たち若手司法書士に温かい眼差しを送ってこられた仁木恒夫教授。全青司ともしばしばコラボ

してきた仁木教授が満を持して全青司なら全国大会で語ります。

第1部／基調講演

講師　
大阪大学大学院法学研究科教授

《講師紹介》
九州大学大学院修了、立教大学助手、久留米大学講師を
経て現職。裁判学専攻。著書に『少額訴訟の対話過程』
『実践　民事弁護の基礎』、論文に「司法書士に求められ
た役割と展望――司法書士による高齢消費被害の救済
を通して」別冊市民と法2号（2014）、「司法書士の活
動による総合法律支援の活性化」総合法律支援論叢第
3号（2013）、「司法制度における司法書士の役割」月
報司法書士500号（2013）など。

仁木 恒夫

仁木恒夫「本人訴訟復権への期待」（月報司法書士 2014.5 №507）より抜粋

『Hop Step 法律家』
～いまこそ跳ぶとき～

Tsuneo Niki
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大会内容

　昨年10月より、実行委員会は全青司会員約3,000名を対象として『青年司法書士が抱える漠然とした

不安・危機感を検証するためのアンケート調査』を実施いたしました。

　また、青年司法書士以外の司法書士の意識との比較のために、同時に奈良県司法書士会会員約200名

に対しても、同じアンケート調査を実施いたしました。

　たくさんの方々からご回答をいただき、実行委員一同厚く御礼申し上げます。

　全国の青年司法書士の多くが、

　「司法書士制度はそのうちなくなってしまうのではないか」

　「司法書士としてこの先やっていけるのか」、そして、

　「いったい司法書士は社会の中で何のために存在しているのか（存在意義）」

といった漠然とした不安、危機感、恐怖を、抱いているのではないでしょうか。自信を失い、社会の中で何

をすべきか、どうあるべきか、迷い、立ち止まってしまってはいないでしょうか。

　アンケート調査を通じて、いま多くの青年司法書士が感じているであろう漠然とした不安や危機感を

受け止め、青年司法書士の意識とその根源に迫ります。

　第２部では、実行委員がアンケート調査結果の報告をするとともに、実行委員会なりの分析と検証結果

を発表いたします。

　調査結果と実行委員会の分析・検証を聞いていただいて、「司法書士は社会から何を求められているの

か」、「司法書士は社会に対して何ができるのか」といった司法書士の存在意義を、参加者のみなさまとと

もに考え直していきたい、考え直すひとつのきっかけにしていただきたいと考えております。

第２部／実践報告

『青年司法書士が抱える
漠然とした不安・危機感を

検証するためのアンケート調査』

報告者

～調査報告と分析検証結果の発表～

全青司なら全国大会実行委員　
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大会内容

　第３部では第２部の実践報告を承けてパネルディスカッションを行います。

　第２部で報告したアンケート調査は、実行委員会の総力を挙げて取り組みました。

　この調査は単に報告だけで済ませるようなものではありません。

　我々は司法書士制度に対する不安感・危機感を認識しつつ、司法書士が法律専門職として社

会の中でできること、なすべきことを考え、実践しなければなりません。また、我々が司法書士

であることに自信と希望を持つことも重要でしょう。

　今回、アンケート調査を通して我々はある一定の認識を全国の仲間達と共有することがで

きました。

　第３部では、その共有した認識を基に司法書士の在り方や将来像を、熱く、そして希望を

もって語り合います。

　本来、司法書士ひとりひとりが考える司法書士像は、当然ながら千差万別です。また、司法書

士人口が増加し、その職域が拡大していく中で、その未来像はまさに無数と言えるでしょう。

　その無数の司法書士像を夢想しつつ、司法書士が現代社会の中でどのように考え、行動して

いくのか。司法書士が自信と希望をもって『跳ぶ』方向性をどこに見出せばいいのか。　　

　第３部の目的は、パネルディスカッションを通して全国の青年司法書士に『跳ぶ』きっかけ

を得ていただくことです。全国大会終了後に地元に戻ったあとにも司法書士として自信と希

望をもって活動できるきっかけをつかんでいただくことです。

　全青司全国大会は年に一度、司法書士の存在意義を再確認するための貴重な場です。実行委

員会も初めての全国大会を主管する中で、「司法書士とは何か」を考える貴重な機会を得るこ

とができました。

　全青司とともに準備してきたこの機会を是非とも皆さんと共有し、その成果を持ち帰って

いただきたいと考えております。

第３部／パネルディスカッション

跳
◎コーディネーター及びパネリスト（予定）
　仁木 恒夫教授、全国青年司法書士協議会役員、全青司なら全国大会実行委員ほか

ぶ『 『
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　皆様方におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は当社に対しまして、格別なるご愛顧を賜り厚く
お礼申し上げます。「第47回全青司なら全国大会｣が奈良市において開催されますことを心よりお祝い申し上げます。
　さて、私ども㈱ＪＴＢ西日本奈良支店が、大会に参加される皆様方のご便宜をお図りするため、大会参加受付・懇親会・宿泊のお
手伝いをさせていただく運びとなりました。大会のご成功をお祈りし皆様のご来県とご利用を心よりお待ち申し上げております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　   ㈱ＪＴＢ西日本奈良支店

第47回全青司なら全国大会
～大会参加・懇親会・宿泊のご案内～

○お申込みの受付は先着順とさせていただきます。ご希望のお部屋が満室の場合、ご希望以外の部屋タイプ又は、上記以外のホテルになる場合が
　ございます。第２希望までご記入ください。
○個人的利用に伴う費用につきましては、ホテルチェックアウト時にご精算ください。
○お食事が不要の場合でも、差額のご返金はございません。
○２名１室をご希望の場合は、別紙申込書に必ず同室者名もご記入ください。
○締切り後のお申込みも承りますが、事前のお申込みの方を優先させていただきます。
○禁煙・喫煙ルームのご希望がございましたら、申込書にご記入ください。但し、お部屋数に限りがございますので、ご希望のお部屋が満室の場合
　は、ご対応いたしかねますのでご了承ください。

宿泊の取扱いは、『募集型企画旅行契約』にて承ります。旅行条件につきましては、別紙の旅行条件書をご覧ください。
・添乗員は同行しません。(チェックインの手続きはお客様ご自身で行っていただきます。)
・最少催行人員　１名。

１．大会参加のご案内 
■期　日　【第１日目】　平成２８年３月５日（土）13：00～大会 （受付12:00～）
　　　　　【第２日目】　平成２８年３月６日（日）  9：30～総会 （受付   9:05～）
■会　場　【第１日目】　大会会場　なら100年会館大ホール
　　　　                 　 〒630-8121 奈良市三条宮前町7-１　TEL（0742）34-0100
               【第２日目】　総会会場　なら100年会館大ホール
　　　　                 　 〒630-8121 奈良市三条宮前町7-１　TEL（0742）34-0100
■大会登録料　お1人様 8,000円
※大会登録料については、お申し込み後、３月１日（火）以降の参加取消し、大会当日の欠席の場合の返金はいたしません。
※大会登録料は、大会実行委員会のご依頼により㈱ＪＴＢ西日本奈良支店が集金代行いたします。

２．懇親会のご案内
■期　　日　平成２８年３月５日（土）19：00～ （受付18：30～）
■会　　場　ホテル日航奈良４Ｆ『飛天』
                  〒630-8122 奈良市三条本町8-1　 TEL 0742-35-8831
■懇親会費　大会参加登録者 8,000円      同伴者 8,000円 （小学生未満無料）
※懇親会費については、お申し込み後、３月１日（火）以降の参加取消し、懇親会当日の欠席の場合の返金はいたしません。
※懇親会費は、大会実行委員会のご依頼により㈱ＪＴＢ西日本奈良支店が集金代行いたします。

3．宿泊プランのご案内
■宿泊設定日：平成２８年３月４日（金）・３月５日（土）・３月６日（日）の３泊をご用意いたしております。
■ご旅行代金：大人お1人様１泊当たり （朝食付・消費税・サービス料・企画料金込み）

ホテル名
（奈良市内）

ホテル日航奈良

奈良ワシントンホテルプラザ

コンフォートホテル奈良

サンホテル奈良

1S

2S

3S

4S

14,000円

11,000円

8,900円

8,500円

1T

ー

ー

ー

13,000円

ー

ー

ー

1TS

ー

ー

ー

19,000円

ー

ー

ー

ＪＲ奈良駅

ＪＲ奈良駅

ＪＲ奈良駅

ＪＲ奈良駅

徒歩0分

徒歩5分

徒歩3分

徒歩3分

部屋タイプ別・ご旅行代金

申込
記号 シングル 申込

記号
ツイン

（２名利用）
申込
記号

ツイン
（1名利用）

最寄の駅 会場まで
所要時間
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４.託児ルームのご案内
　大会会場、総会会場では、託児ルームをご用意しております。ご利用をご希望の方は、参加申込書に人数及び利用日をご記入く
ださい。会場に限りがございますので、申込者多数の場合は、お受けできない場合もございます。
■対　　象　乳児～小学校６年生まで
■人　　数　お申込書にご記入ください。
■利用時間　平成２８年３月５日（土） 12：00～ 18：30
　　　　　　平成２８年３月６日（日）   9：00～ 14：00
■利 用 料 　お１人様 2,000円 （両日・１日のみとも同料金です）

５．お申込みから精算までのご案内
■ご参加希望の方は、所定の申込書に必要事項をご記入の上、FAX又は郵送にて弊社宛てお申込み下さい。

６．代金の精算について
　代金につきましては、同封の請求書をご確認の上、平成２８年２月１９日（金）までに総合計金額をお支払い願います。口座番号等
は回答時にご案内させていただきます。恐れ入りますが、振込手数料はお客様にてご負担いただきますようお願い申し上げます。

７．お申込み後の取消について

８．お申込み・お問合わせ先

お申込み締切日　２月５日（金）
■お電話でのお申込みや変更・取消はトラブル防止のために、お断りさせて頂きます。
■お申込み受付後、２月１２日（金）までに予約確認書、費用明細書等を申込代表者に送付致します。
■お申込み内容に変更・取消が生じた場合は、変更箇所がわかるように申込書にご記入の上、ＦＡＸにてお知らせ下さい。
   ※変更・取消事由が生じましたら、すぐにお知らせ下さい。
■営業時間外にご連絡いただいた際は、翌営業日の処理となります。予めご了承下さい。

■懇親会（手配旅行契約）

懇親会費
5日前（2/29まで） 　　　　　　　　　　　4日前（3/1）以降の解除または無連絡

無料 　　　　　　　　　　　　　　　　　代金の100％

■大会登録

大会登録料
5日前（2/29まで） 　　　　　　　　　　　4日前（3/1）以降の解除または無連絡

無料 　　　　　　　　　　　　　　　　　代金の100％

　お客様のご都合で取消される場合は、下記の取消料率にて取消料を申し受けます。
　※返金する際は、振込手数料は参加者負担となり手数料を差し引いて返金いたします。

■宿泊（募集型企画旅行契約）
　契約解除の日：旅行開始日の前日から起算してさかのぼって

宿泊
8日前まで 7～2日前まで 前日 当日 旅行開始後の解除又は無連絡

無料 旅行代金の20％ 旅行代金の40％ 旅行代金の50％ 旅行代金の100％

 （株）JTB西日本奈良支店『第47回全青司なら全国大会』係
〒630-8225 奈良市西御門町28 （北川ビル内） 
担当：加藤・森田（実）
TEL : 0742-23-2521  FAX : 0742-26-2521
（営業時間／9：30～17：30　休業日／土・日・祝日）
総合旅行業務取扱管理者：伊藤 政隆
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お申し込みの際には、必ず旅行条件書（全文）をお受け取りいただき、事前に内容をご確認の上お申し込みください。

●募集型企画旅行契約

この旅行は（株）JTB西日本（大阪市中央区久太郎町２－１－25　観光庁長官登録旅行業第１７６８号。以下「当社」という）が企画・実施する旅行であり、こ

の旅行に参加されるお客様は当社と募集型企画旅行契約（以下「旅行契約」という）を締結することになります。また、旅行条件は、下記によるほか、別途お渡

しする旅行条件書（全文）、出発前にお渡しする最終日程表と称する確定書面及び当社旅行業約款募集型企画旅行契約の部によります。

●旅行のお申し込み及び契約成立時期

（１）所定の申込書に所定の事項を記入し下記のお申込金を添えてお申し込みください。お申込金は旅行代金お支払いの際差引かせて頂きます。

（２）電話、郵便、ファクシミリその他の通信手段でお申し込みの場合、当社が予約の承諾の旨通知した翌日から起算して３日以内に申込書の提出と申込金の

　　支払をしていただきます。

（３）旅行契約は、当社が契約の締結を承諾し、申込金を受領したときに成立するものとします。

（４）お申込金（おひとり）旅行代金全額

●旅行代金のお支払い

旅行代金は旅行出発日の前日からさかのぼって13日目にあたる日より前（お申し込みが間際の場合は当社が指定する期日までに）にお支払ください。また、

お客様が当社提携カード会社のカード会員である場合、お客様の署名なくして旅行代金、取消料、追加諸費用などをお支払いただくことがあります。この場

合のカード利用日は、お客様からお申し出がない限り、お客様の承諾日といたします。

●取消料　　旅行契約成立後、お客様の都合で契約を解除されるときは、お申し出期日により募集要項記載の取消料を申し受けます。

●旅行代金に含まれるもの

旅行日程に明示した運送機関の運賃・料金（注釈のないかぎりエコノミークラス）、宿泊費、食事代、及び消費税等諸税これらの費用は、お客様の都合により一

部利用されなくても原則として払い戻しいたしません。（コースに含まれない交通費等の諸費用及び個人的費用は含みません。）

●特別補償

当社は、当社又は当社が手配を代行させた者の故意又は過失の有無にかかわらず、募集型企画旅行約款別紙特別補償規程に基づき、お客様が募集型企画旅行

参加中に急激かつ偶然な外来の事故により、その身体、生命又は手荷物上に被った一定の損害について、以下の金額の範囲において、補償金又は見舞金を支

払います。

　・死亡補償金：１５００万円　　・入院見舞金：２～２０万円　　・通院見舞金：１～５万円

　・携行品損害補償金：お客様１名につき～１５万円（但し、補償対象品１個あたり１０万円を限度とします。）

●「通信契約」を希望されるお客様との旅行条件

当社提携クレジットカード会社のカード会員（以下「会員」といいます。）より「会員の署名なくして旅行代金や取消料等の支払いを受ける」こと（以下「通信契

約」といいます。）を条件にお申込みを受けた場合、通常の旅行条件とは以下の点で異なります。（受託旅行業者により当該取扱ができない場合があります。ま

た取扱できるカードの種類も受託旅行業者により異なります。）

（１）契約成立は、当社が電話又は郵便で旅行契約の締結の承諾通知を発信したとき（ｅ－ｍail等電子承諾通知を利用する場合は、その通知がお客様の到達し

　　たとき）とします。また申込時には「会員番号・カード有効期限」等を通知して頂きます。

（２）「カード利用日」とは旅行代金等の支払い又は払戻し債務を履行すべき日をいいます。旅行代金のカード利用日は「契約成立日」とします。また取消料の

　　カードの利用日は「契約解除依頼日」とします。但し、契約解除依頼日が旅行代金のカード利用日以降であった場合は、当社は旅行代金から取消料を差し

　　引いた額を解除依頼日の翌日から起算して7日以内(減額又は旅行開始後の解除の場合は30日以内)をカード利用日として払い戻します。

（３）与信等の理由により会員のお申し出のクレジットカードでのお支払いができない場合、当社は通信契約を解除し、規定の取消料と同額の違約料を申し

　　受けます。ただし、当社が別途指定する期日までに現金による旅行代金のお支払いを頂いた場合はこの限りではありません。

●国内旅行保険への加入について

旅行先において、病気・けがをした場合、多額の治療費、移送費等がかかることがあります。また、事故の場合、加害者への損害賠償請求や賠償金の回収が大変

困難であるのが実情です。これらの治療費、移送費、また、死亡・後遺障害等を担保するため、お客様自身で充分な額の国内旅行保険に加入することをお勧め

します。詳細については、販売店の係員にお問合せください。

●事故等のお申出について

旅行中に、事故などが生じた場合は、直ちに同行の添乗員・現地係員・運送・宿泊機関等旅行サービス提供機関、又は、お申込店にご通知ください。（もし、通知

できない事情がある場合は、その事情がなくなり次第ご通知ください。）

●個人情報の取扱について

（１）当社及び販売店は、旅行申込の際に提出された申込書等に記載された個人情報について、お客様との間の連絡のために利用させていただくほか、お客様

　　がお申し込みいただいた旅行において運送・宿泊機関等の提供するサービスの手配及びそれらのサービスの受領のために手続に必要な範囲内で利用さ

　　せていただきます。

（２）当社は、旅行先でのお客様のお買い物等の便宜のため、当社の保有するお客様の個人情報を土産物店に提供することがあります。この場合、お客様の氏

　　名及び搭乗される航空便名等に係る個人情報をあらかじめ電子的方法等で送付することによって提供いたします。なお、これらの個人情報の提供の停

　　止を希望される場合は、お申込店に出発前までにお申し出ください。

●旅行条件・旅行代金の基準

この旅行条件は2015年10月2日を基準としています。又旅行代金は2015年10月2日現在の有効な運賃・規則を基準として算出しています。旅行業務取

扱管理者とは、お客様の旅行を取扱う営業所での取引の責任者です。この旅行の契約に関し、担当者からの説明にご不明な点がありましたら、ご遠慮なく前

記の旅行業務取扱管理者にご質問ください。

ご旅行条件（要約）
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大
会
」
デ
ス
ク

住
　
所
：
〒
６
3
０
－
８
２
２
５
　
奈
良
市
西
御
門
町
２
８
（
北
川
ビ
ル
内
）　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
７
４
２
）
２
３
-２
５
２
１
　
／
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
(０
７
４
２
) 
２
６
－
２
５
２
１

営
業
時
間
　
９
:３
０
～
１
７
:３
０
（
月
～
金
）　
休
業
日
　
土
・
日
・
祝
日

■
申
込
み
後
に
変
更
・
取
消
し
が
生
じ
た
場
合
は
、
こ
の
用
紙
に
変
更
・
取
消
し
と
な
る
箇
所
を
二
重
線
で
抹
消
の
う
え
、
ご
郵
送
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
は
、
控
え
と
し
て
コ
ピ
ー
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。
お
申
込
締
切
後
、
請
求
書
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
請
求
書
を
ご
確
認
の
う
え
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。（
お
振
込
手
数
料
は
お
客
様
負
担
と
な
り
ま
す
。）

■
当
社
は
申
込
書
等
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
お
客
様
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
お
客
様
と
の
連
絡
の
為
に
使
用
さ
せ
て
頂
く
ほ
か
運
送
宿
泊
機
関
等
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
手
配
・
受
領
の
為
の
手
続
き
に
必
要
な
範
囲
内
で
利
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

■
本
参
加
申
込
書
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
付
い
た
し
ま
す
が
、
ご
郵
送
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

ご
人
数
：
乳
児
（
０
～
１
歳
）　
　
名
様
 /
 ２
歳
　
　
　
名
様
 /
 ３
歳
　
　
　
名
様
 /
 ４
歳
以
上
　
　
　
　
名
様

<<
ご
返
金
の
場
合
の
お
振
込
口
座
>>
 ※
任
意
記
入

銀
行
名
：
[　
　
　
　
　
　
　
  　
　
]銀
行
[　
　
　
　
　
　
   
   
  　
]本
店
・
支
店

口
座
種
別
：
普
通
・
当
座
　
口
座
番
号
：
[　
　
　
　
　
   
   
   
  　
　
　
　
　
]

口
座
名
義
：
[　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   
   
   
  　
　
　
]

― ―

懇
親
会
参
加
の
同
伴
者
の
方
は

必
ず
年
齢
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

50
歳

or

2 
S 
  
  
  
 2
 S
   
   
  2
 S

1Ｔ
   
   
  1
Ｔ
   
   
  1
Ｔ

2 
S 
  
  
  
 2
 S
   
   
  2
 S
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P
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〒630-8121 奈良市三条宮前町7-1
TEL 0742-34-0100

なら100年会館大ホール

大会・総会会場

奈良ワシントンホテルプラザ2

コンフォートホテル奈良3

サンホテル奈良4

奈良市役所

近鉄新大宮駅

近鉄奈良線

●南都銀行

文

奈良中央郵便局●

文
佐
保
川

文
JR奈良駅

東口西口

関
西
本
線

桜
井
線

開化天皇陵

近鉄奈良駅

興
福
寺

猿沢池

三条通三条通

 蓮長寺

徳願寺

●南都銀行 みずほ銀行●

や
す
ら
ぎ
の
道

や
す
ら
ぎ
の
道

200m

会場・宿泊ホテル案内図

宿泊ホテル 会場へのアクセス

デイリーヤマザキ●

大宮小学校

奈良女子高等学校

●ローソン

●セブンイレブン

観光センター
● ●南都銀行本店

小
西
さ
く
ら
通
り

ひ
が
し
む
き
商
店
街

も
ち
い
ど
の
商
店
街

R369
R369

ホテル日航奈良1
懇親会会場 三

井
住
友
銀
行
●

■電車でお越しの方　
　○近鉄奈良駅から徒歩15分　
　○近鉄新大宮駅から徒歩15分　　
　○JR奈良駅西口から徒歩約5分　

■お車でお越しの方
大阪・神戸方面から
　・第二阪奈有料道路（宝来IC）から約20分
名古屋方面から
　・名阪国道（天理IC）から約20分
京都方面から
　・京奈和道（木津IC）から約20分

JR大阪駅 JR
天王寺駅 JR

奈
良
駅

JR京都駅 な
ら
一
〇
〇
年
会
館

約15分 約35分

大和路快速

約5分

徒歩

約45分

JRみやこ路快速

近鉄
大阪難波駅

近鉄
名古屋駅

近鉄
大和八木駅

近
鉄
大
和
西
大
寺
駅

近
鉄
新
大
宮
駅

近
鉄
奈
良
駅

急行 約45分

特急 約30分

快速急行 約40分

特急 約30分

約110分

特急

約15分

特急

約3分 約2分

約5分

バス

約15分

徒歩

約15分

徒歩

地図記号 ホテル名 住　所 電話番号

1

2

3

4

ホテル日航奈良

奈良ワシントンホテルプラザ

コンフォートホテル奈良

サンホテル奈良

〒630-8122
奈良市三条本町8-1

〒630-8236
奈良市下三条町31-１

〒630-8244
奈良市三条町321-３

〒630-8122
奈良市三条本町4-21

0742-35-8831

0742-27-0410

0742-25-3211

0742-25-2111

近鉄
京都駅
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第47回全青司なら全国大会
参加助成金についてのお知らせ

　平成27年11月４日、全青司大会研修会基金管理委員会におきまして、下記の決議がなされ、新入会員に対する参

加助成のための補助金を給付することとなりましたのでお知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１．基金による助成対象者となる者
   ①司法書士もしくは司法書士となる資格を有する者で、全国大会にはじめて参加する者

　②平成28年３月５日時点において司法書士登録１年未満の者

　　上記①②の要件のいずれかを満たし、単位会代表者の推薦を受けた者　

　　なお、上記①②の要件の複数回の適用を妨げない。

２．補助金給付金額
   ①補助金給付は総額金100万円を上限とする。

　②助成対象者１人あたりの給付額は、金8,000円を上限とする。

　③全助成対象者の登録費の合計額が補助金給付総額を超えた場合には、補助金給付総額を助成対象者の数で除　

　　した金額を助成対象者１人あたりの給付額とする。

３．申請方法
　①助成の適用を受けようとする者について、単位会代表者がとりまとめ、申請書を基金管理委員会に提出する。

　②申請書には、助成の適用を受けようとする者が作成した大会のレポートを添付しなければならない。

　③申請の締切は平成28年５月13日（金）16時（基金管理委員会事務局必着）とする。

　④申請書およびレポートの形式は、基金管理委員会委員長が決定し、全国大会開催までに単位会代表者に通知　

　　する。

４．給付方法
　①助成の適用があると認められた者の分について、基金管理委員会が直接、申請した単位会代表者に対し単位　

　　会合計額を給付する。

　②適用者個人には給付しないこととする。

５．給付時期
　平成28年６月17日（金）までに給付する。

６．その他
　単位会が存在しない地域においては、助成対象者本人を単位会代表者とみなし、助成対象者本人からの申し出を

　待って事務を執り行う。

※「単位会代表者の推薦を受けた者」とは、単位青年会代表者の推薦を受けた者をいいます。

〒160-0004　東京都新宿区四谷二丁目８番地 岡本ビル５階（505号）
TEL．03-3359-3513　FAX．03-3359-3527　Email:info@zenseishi.com

【参加助成金に関する問合せ先】
   全国青年司法書士協議会 事務局　

※



協賛広告 17



協賛広告18



協賛広告 19



協賛広告20



協賛広告 21



協賛広告22



協賛広告 23



協賛広告24



協賛広告 25



協賛広告26



協賛広告 27



協賛広告28



協賛広告 29



主催：全国青年司法書士協議会
主管：奈良青年司法書士会
後援：近畿司法書士会連合会 奈良県司法書士会

Facebook 2016全青司なら全国大会最新情報は で検索！

2016 全青司なら全国大会
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